
 

平成 23 年１月 27 日 

各  位 

 

会 社 名 ヤ ー マ ン 株 式 会 社

代 表 者 名 代表取締役社長 山 﨑 貴 三 代

（ コード番号 ６６３０ 東証第二部 JASDAQ ） 

問 合 せ 先 

役職・氏名 

 

取締役管理本部長 宮 崎 昌 也

ＴＥＬ ０３－５６６５－７３３０ 

 

 

東京証券取引所市場第二部への上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 
 

当社は、本日、平成 23 年１月 27 日に東京証券取引所市場第二部に上場いたしました。今後とも、なお

一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

なお、当社の当期の業績予想は以下のとおりであり、また、最近の決算情報等につきましては別添のと

おりであります。添付資料は平成 22 年 12 月 14 日に公表いたしました「平成 23 年４月期第２四半期決算

短信」であります。 

 

【連結】     （単位：百万円・％） 

決算期 

項目 

平成 23 年４月期 

 

(予想) 

平成 23 年４月期 

第２四半期累計期間 

(実績) 

平成 22 年４月期 

 

(実績) 

 構成比 前期比  構成比  構成比

売 上 高 19,896 100.0 104.1 10,066 100.0 19,115 100.0

営 業 利 益 1,680 8.4 100.6 897 8.9 1,670 8.7

経 常 利 益 1,582 7.9 103.5 907 9.0 1,530 8.0

当期(四半期)純利益 891 4.5 104.5 503 5.0 852 4.5

1 株 当 た り 

当期（四半期）純利益 
152.83 172.53 326.43 

（注）１．平成 22 年４月期及び平成 23 年４月期第２四半期累計期間の 1株当たり当期（四半期）純利益は、期

中平均発行済株式数により算出しております。 

２．平成 23 年４月期（予想）の１株当たり当期純利益は、予定期中平均発行済株式数 5,834,888 株によ

り算出しております。 

３．当社は、平成 23 年３月１日付で普通株式１株につき、２株の割合をもって株式分割を行う予定であ

ります。当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の普通株式１株当たり当期（四半期）純利

益は以下のとおりです。 

 １株当たり当期(四半期)純利益 

 

平成 22 年４月期 

円 銭 

163 21 

平成 23 年４月期第２四半期累計期間 86 26 
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平成23年4月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年12月14日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 ヤーマン株式会社 上場取引所 大 
コード番号 6630 URL http://www.ya-man.com/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 山崎 貴三代
問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理本部長 （氏名） 宮崎 昌也 TEL 03-5665-7330
四半期報告書提出予定日 平成22年12月14日 配当支払開始予定日 平成23年1月11日
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （機関投資家・アナリスト向け）

1.  平成23年4月期第2四半期の連結業績（平成22年5月1日～平成22年10月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年4月期第2四半期 10,066 5.9 897 △1.4 907 6.8 503 9.6
22年4月期第2四半期 9,502 ― 910 ― 850 ― 459 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年4月期第2四半期 172.53 ―
22年4月期第2四半期 187.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年4月期第2四半期 10,576 5,320 50.3 1,823.59
22年4月期 11,546 4,953 42.9 1,698.00

（参考） 自己資本   23年4月期第2四半期  5,320百万円 22年4月期  4,953百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年4月期 ― 0.00 ― 46.00 46.00
23年4月期 ― 23.00
23年4月期 

（予想） ― 23.00 46.00

3.  平成23年4月期の連結業績予想（平成22年5月1日～平成23年4月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,896 4.1 1,680 0.6 1,582 3.5 891 4.5 305.66



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続を実施済です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年4月期2Q 2,917,444株 22年4月期  2,917,444株
② 期末自己株式数 23年4月期2Q  58株 22年4月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年4月期2Q 2,917,399株 22年4月期2Q 2,444,444株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年５月１日 至 平成22年10月31日）におけるわが国経済

は、足元に持ち直しの動きが見られるものの、周辺の環境は厳しさを増しており、依然として予断

を許さない状況で推移しております。 

このような状況の下、当社グループは、高機能性を重点的に謳いインフォマーシャルや雑誌その

他の媒体で積極的に広告宣伝を行った脱毛器が売上伸長に大きく寄与した他、安定した売上となっ

た化粧品や痩身アイテムも下支えとなり、前年同期を上回る売上高を達成いたしました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は10,066,322千円（前年同期比5.9％増）、

経常利益は907,527千円（前年同期比6.8％増）、四半期純利益は503,331千円（前年同期比9.6％増）

となりました。 

なお、当第２四半期連結累計期間における生産実績は1,218,063千円（販売価格）、商品仕入実績

は4,491,656千円（仕入価格）であります。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

①通販部門 

通販部門では、主に雑誌やテレビを利用した通信販売事業者向け卸売事業を行っております。 

春先から好調を維持していた脱毛器「no!no!hair」シリーズが引き続き地上波テレビ通販で好調

であったこと、機能性靴「ダブルエア」「トリプルエア」がショッピングチャンネルで順調に取り

上げられ堅実に推移したことなどから、売上高は3,399,400千円、セグメント利益は1,234,112千円

となりました。 

 

②店販部門 

店販部門では、主に家電量販店やバラエティショップ向け販売事業を行っております。 

脱毛器「no!no!hair」シリーズが猛暑の影響により秋口まで非常に好調に推移したこと、新規に

取り扱いを開始した美顔器「プラチナホワイトミスト」が想定を大幅に超える引き合いを得たこと、

バラエティショップ向けの化粧品について店舗とのコラボレーション企画や限定セットの積極投入

が奏功したことなどから、売上高は3,571,027千円、セグメント利益は1,505,910千円となりました。 

 

③直販部門 

直販部門では、インフォマーシャルや雑誌、新聞、Web等の媒体利用により直接個人向けに販売す

る事業を行っております。 

美顔器「プラチナゲルマローラー」のリニューアル品である「プラチナゲルマローラープロ」の

販売開始に至ったもののインフォマーシャル映像の制作完了遅れが売れ行きに影響した一方、リピ

ート需要が期待できる化粧品「オンリーミネラル」シリーズが堅調に推移したこと、脱毛器「no! 

no!hair」シリーズについて雑誌媒体で安定したレスポンスがあったことなどから、売上高は 

2,911,406千円、セグメント利益は79,756千円となりました。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ970,900千円減少し、総資

産は10,576,084千円となりました。現金及び預金の減少2,566,011千円、商品及び製品の増加

1,268,367千円、原材料及び貯蔵品の増加109,239千円が主な要因であります。 

 負債は前連結会計年度末に比べ1,337,196千円減少し、5,255,975千円となりました。未払金の減

少496,260千円、長期借入金の減少411,570千円、未払法人税等の減少141,282千円、支払手形及び買

掛金の減少104,862千円が主な要因であります。 

純資産は前連結会計事業年度末に比べ366,295千円増加し、5,320,109千円となりました。四半期

純利益による利益剰余金の増加503,331千円、剰余金の配当による利益剰余金の減少134,202千円が

主な要因であります。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、1,819,703千円（前連結会計年度末

比2,566,154千円の減少）となりました。 

当第２第四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとお

りです。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加1,314,408千円、税金等調整前四半期純

利益898,330千円の計上、法人税等の支払額507,943千円、未払金の減少483,039千円、売上債権の増

加294,403千円等により、1,801,965千円の減少（前年同期は381,938千円の増加）となりました。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出32,276千円、無形固定資

産の取得による支出52,628千円等により、85,417千円の減少（前年同期は62,914千円の減少）とな

りました。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出417,388千円、配当金の支払

額133,325千円、社債の償還による支出110,000千円等により、667,223千円の減少（前年同期は 

38,921千円の減少）となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

第３四半期以降については、通販、店販、直販の各部門でバランス良く販売促進活動を展開する

とともに、ヤーマンブランドの消費者への浸透とブランドイメージの向上のため、種々の施策を講

じていく予定です。 

なお、平成22年４月期決算発表時（平成22年６月11日）に公表した通期業績予想に変更はありま

せん。 
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２．その他の情報 

(1)  重要な子会社の異動の概要 

      該当事項はありません。 

 

(2)  簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

１．固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し

て算定する方法によっております。 

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境や一時差異の

発生状況等に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

② 特有の会計処理 

 税金費用の計算 

 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準に関する事項の変更 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 

平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ1,410千円、税金等調

整前四半期純利益は9,347千円減少しております。 

 

② 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,414,464 4,980,476

受取手形及び売掛金 2,418,311 2,140,515

有価証券 50,021 50,005

商品及び製品 3,964,910 2,696,542

仕掛品 10,856 74,126

原材料及び貯蔵品 387,553 278,313

その他 371,492 420,248

貸倒引当金 △22,758 △35,610

流動資産合計 9,594,853 10,604,617

固定資産   

有形固定資産 568,426 572,791

無形固定資産 245,988 217,169

投資その他の資産   

投資その他の資産 174,943 152,406

貸倒引当金 △8,127 －

投資その他の資産合計 166,815 152,406

固定資産合計 981,230 942,367

資産合計 10,576,084 11,546,985
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,232,741 1,337,603

1年内償還予定の社債 190,000 205,000

1年内返済予定の長期借入金 828,146 833,964

未払金 997,034 1,493,294

未払法人税等 406,801 548,084

賞与引当金 25,000 25,000

返品調整引当金 112,774 140,676

その他 89,086 128,722

流動負債合計 3,881,584 4,712,345

固定負債   

社債 290,000 385,000

長期借入金 1,036,143 1,447,713

その他 48,247 48,112

固定負債合計 1,374,390 1,880,826

負債合計 5,255,975 6,593,171

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,813,796 1,813,796

資本剰余金 1,313,795 1,313,795

利益剰余金 2,204,400 1,835,270

自己株式 △100 －

株主資本合計 5,331,891 4,962,862

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △89 598

為替換算調整勘定 △11,692 △9,647

評価・換算差額等合計 △11,781 △9,049

純資産合計 5,320,109 4,953,813

負債純資産合計 10,576,084 11,546,985
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成22年10月31日) 

売上高 9,502,025 10,066,322

売上原価 3,584,021 4,041,671

売上総利益 5,918,004 6,024,651

返品調整引当金戻入額 130,510 140,676

返品調整引当金繰入額 124,365 112,774

差引売上総利益 5,924,149 6,052,552

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 2,949,027 2,665,742

貸倒引当金繰入額 3,334 －

給料及び手当 264,064 297,383

賞与引当金繰入額 25,000 25,000

減価償却費 19,548 27,949

研究開発費 66,754 82,360

その他 1,685,812 2,056,662

販売費及び一般管理費合計 5,013,542 5,155,098

営業利益 910,607 897,453

営業外収益   

受取利息 2,117 2,548

受取配当金 14 116

為替差益 2,739 47,152

その他 771 4,643

営業外収益合計 5,642 54,461

営業外費用   

支払利息 45,424 30,938

その他 20,696 13,449

営業外費用合計 66,121 44,388

経常利益 850,128 907,527

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 4,724

特別利益合計 － 4,724

特別損失   

固定資産除却損 7,195 5,983

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,937

特別損失合計 7,195 13,920

税金等調整前四半期純利益 842,933 898,330

法人税等 383,862 394,999

少数株主損益調整前四半期純利益 － 503,331

四半期純利益 459,071 503,331
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成22年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 842,933 898,330

減価償却費 37,058 49,995

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,334 △4,724

返品調整引当金の増減額（△は減少） △6,145 △27,901

受取利息及び受取配当金 △2,132 △2,665

支払利息 45,424 30,938

為替差損益（△は益） 3,190 9,670

固定資産除却損 7,195 5,983

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,937

売上債権の増減額（△は増加） △257,705 △294,403

たな卸資産の増減額（△は増加） △227,003 △1,314,408

仕入債務の増減額（△は減少） 492,729 △125,822

未払金の増減額（△は減少） △257,043 △483,039

その他 16,766 △14,952

小計 698,603 △1,265,061

利息及び配当金の受取額 2,264 2,755

利息の支払額 △46,493 △31,715

法人税等の支払額 △272,435 △507,943

営業活動によるキャッシュ・フロー 381,938 △1,801,965

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △22,363 △32,276

無形固定資産の取得による支出 △39,179 △52,628

定期預金の預入による支出 △386,564 △386,723

定期預金の払戻による収入 386,303 386,564

その他 △1,110 △353

投資活動によるキャッシュ・フロー △62,914 △85,417

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 1,000,000 －

長期借入金の返済による支出 △845,594 △417,388

社債の償還による支出 △189,000 △110,000

リース債務の返済による支出 △4,327 △6,408

自己株式の取得による支出 － △100

配当金の支払額 － △133,325

財務活動によるキャッシュ・フロー △38,921 △667,223

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 △11,548

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 280,106 △2,566,154

現金及び現金同等物の期首残高 3,405,531 4,385,858

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,685,637 1,819,703
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成21年10月31日） 

美容健康関連事業の売上高及び営業損益は、全セグメントの売上高及び営業損益の合計額に占める

割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成21年10月31日） 

本邦における売上高は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合が90％を超えているため、所

在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成21年10月31日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

【セグメント情報】 

  （追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

当社は、販売チャネルを基礎として、大きく通販部門、店販部門、直販部門に分類し、当該三部門を

報告セグメントとしております。当社の取り扱い製品・商品は主に「美顔器」「脱毛機器」「痩身機

器」「痩身用アパレル」「ミネラルファンデーション」であり、各報告セグメントで取り扱っておりま

す。 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日） 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

その他
(注)１

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

通販部門 店販部門 直販部門 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 3,399,400 3,571,027 2,911,406 9,881,834 184,488 10,066,322 － 10,066,322

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － 135,691 135,691 △135,691 －

計 3,399,400 3,571,027 2,911,406 9,881,834 320,179 10,202,014 △135,691 10,066,322

セグメント利益 1,234,112 1,505,910 79,756 2,819,780 74,472 2,894,252 △1,996,798 897,453

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門

等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△1,996,798千円には、セグメント間取引消去6,000千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△2,000,269千円、及び棚卸資産の調整額△2,529千円が含まれております。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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